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第 3編にわいては、巨大船の船体振動の新しい問題として、その高次振動にわいて船体を 1 本の梁
として取り扱うことができない Non-Beam Vibration の現象に関する理論的解明を行なっている。
すなわち巨大油槽船を対象として船体構造を梁とパネにより構成された振動系にモデル化して梁の部
分については第 1 編で検討した方法を用いて Non-Beam Vibration に関する振動特性の検討をして

























検討した有限要素法を用いて解析し、巨大船の Non-Beam Vibration の特性を明らかにしている。
また巨大船の上部構造の前後振動について多くの実船実験を行なうとともに、上部構造の振動数の
理論的計算法を導き、実験値と比較して実用上十分な精度で計算し得ることを確認するとともにその
振動軽減対策を検討し実船の設計に適用して成果をあげている。
上記の一連の研究成果は船体の振動工学に寄与するところが大きく、造船学会わよび国際船体構造
会議においてもその成果は高く評価されている。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
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